
【
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
の
ス
テ
ッ
プ
】 

「
突
然
の
停
電
に
備
え
る
」
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
う
」
「
電
気
料
金
の
節
約
」
な
ど
、
様
々
な
理
由
か

ら
自
宅
に
太
陽
光
発
電
の
導
入
を
考
え
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
太
陽
光
発
電
を
自
宅
に
導
入

す
る
の
は
大
変
で
面
倒
と
考
え
て
、
躊
躇
し
て
い
る

人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
失
敗

し
な
い
太
陽
光
発
電
導
入
法
の
紹
介
を
し
ま
す
。 

 
た
し
か
に
、
太
陽
光
発
電
を
新
た
に
導
入
す
る
に

は
手
間
や
時
間
、
そ
し
て
費
用
が
か
か
り
、
具
体
的

な
方
法
を
知
ら
な
い
と
、
敷
居
が
高
く
感
じ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
、
す
で
に
建
っ
て
い
る

家
へ
の
導
入
を
考
え
て
い
る
人
は
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
多
く
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
悩
ん
で
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
新
築
の
家
な
ら
、
施
工
を
行
う
工

務
店
や
、
販
売
を
担
当
す
る
不
動
産
店
に
設
置
を
依

頼
す
れ
ば
、
設
計
の
段
階
か
ら
太
陽
光
発
電 

を
組
み
込
ん
だ
プ
ラ
ン
を
提
案
し
て
く
れ
ま 

す
。
最
近
で
は
最
初
か
ら
太
陽
光
発
電
を
標 

準
装
備
し
て
い
る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。 

 

一
方
、
建
て
て
か
ら
何
年
も
経
過
し
て
い
る
家
の

場
合
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
で

「
導
入
し
た
い
け
ど
」
と
い
う
段
階
で
止
ま
っ
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
太
陽
光
発
電
の
導
入
は

思
っ
た
よ
り
も
簡
単
な
の
で
す
。
専
門
の
業
者
に
、

調
査
・
設
計
か
ら
工
事
、
申
請
手
続
き
ま
で
す
べ
て

お
任
せ
で
き
た
り
も
し
ま
す
。
た
だ
、
何
が
ど
う
な

っ
て
い
る
か
を
知
ら
な
い
と
、
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
可
能
性
も
あ
り
、
全
体
の
流
れ
と
注
意
点
を
知

っ
て
お
く
こ
と
は
大
切
で
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
自
宅
に
太
陽
光
発
電
を
導
入
す
る
時

の
大
ま
か
な
流
れ
を
３
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ス
テ
ッ
プ
毎
に
「
何
が
行
わ
れ
る
の
か
」
「
注
意

す
べ
き
点
は
ど
こ
か
」
を
見
て
い
き
ま
す
。 

 

太
陽
光
発
電
導
入
の
第
１
ス
テ
ッ
プ
は
、
「
検
討

か
ら
発
注
ま
で
」
。
一
口
に
太
陽
光
発
電
と
言
っ
て

も
、
パ
ネ
ル(

モ
ジ
ュ
ー
ル)

の
種
類
や
設
置
工
法
な

ど
が
異
な
り
ま
す
。
自
分
の
家
に
最
適
な
の
は
、
ど

の
シ
ス
テ
ム
な
の
か
。
そ
し
て
、
ど
の
業
者
に
発
注

す
る
の
が
適
切
な
の
か
。
こ
の
こ
と
を
ま
ず
決
め
ま

し
ょ
う
。
具
体
的
に
は
、
①
販
売
店
／
工
務
店
選
び

②
現
地
調
査
③
設
計
・
提
案
④
販
売
店
／
工
務
店
へ

の
発
注 

こ
の
①
〜
④
順
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
業

者
へ
契
約
・
発
注
し
た
ら
、
次
は
「
着
工
ま
で
に
行

う
手
続
き
」
を
済
ま
せ
ま
す
が
、
販
売
店
／
工
務
店

に
手
続
き
代
行
も
し
て
も
ら
え
る
の
で
安
心
で
す
。 

 

詳
し
い
手
順
は
次
回
号
で
ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

 

昨
年
は
、
シ
ョ
パ
ン
・
シ
ュ
ー
マ
ン
生
誕
200
年
、
マ
ー
ラ
ー
生
誕
150
年

な
ど
作
曲
家
の
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
で
し
た
が
、
今
年
は
、
世
界
市

民
、
ピ
ア
ノ
の
魔
術
師
あ
る
い
は
革
命
家
と
も
言
わ
れ
た
話
題
多
き
フ
ラ

ン
ツ
・
リ
ス
ト
の
生
誕
200
周
年
に
あ
た
り
、
世
界
各
地
で
記
念
の
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。
秋
の
夜
長
に
美
し
い
音
楽
を
聴
く
の
も
一
興
で
し
ょ
う
。 

 

リ
ス
ト
は
、
1811
年
10
月
22
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
生
ま
れ
、
ド
イ
ツ
や
オ

ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
躍
し
た
名
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
り
、

作
曲
家
で
も
あ
り
、
「
ラ
・
カ
ン
パ
ネ
ラ
」
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
」
「
愛

の
夢
」
な
ど
が
有
名
で
す
。
両
親
の
血
統
・
母
語
・
最
も
長
い
活
躍
地
の

い
ず
れ
も
ド
イ
ツ
に
帰
属
し
て
い
ま
す
が
、
自
身
は
生
地
の
ハ
ン
ガ
リ
ー

を
祖
国
と
呼
び
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
し
て
深
い
愛
着
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
友
人
に
は
シ
ョ
パ
ン
、
シ
ュ
ー
マ
ン
、
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
ら
が
お
り
、

娘
が
ワ
ー
グ
ナ
ー
と
結
婚
し
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
義
父
に
あ
た
り
ま
す
。 

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
の
リ
ス
ト
：
リ
ス
ト
は
超
絶
的
な
技
巧
を
持
つ
当
時

最
高
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
「
ピ
ア
ノ
の
魔
術
師
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
ど
ん

な
曲
で
も
初
見
で
弾
き
こ
な
し
た
と
言
わ
れ
、
現
在
に
お
い
て
も
、
い
ま

だ
に
彼
を
超
え
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
現
れ
て
い
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
演
奏
会
形
式
と
し
て
の
「
リ
サ
イ
タ
ル
」
を
初
め
て
行
な
っ
た
人
物

と
も
言
わ
れ
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
多
く
の
観
客
を
魅
了
し
、
当
時
、
ア

イ
ド
ル
的
存
在
と
し
て
「
リ
ス
ト
マ
ニ
ア
」
な
る
熱
狂
的
フ
ァ
ン
も
い
た

ほ
ど
で
す
。
ま
た
、
演
奏
活
動
の
み
な
ら
ず
、
教
育
活
動
に
お
い
て
も
ピ

ア
ニ
ズ
ム
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
し
ま
し
た
。 

作
曲
家
と
し
て
の
リ
ス
ト
：
新
ド
イ
ツ
楽
派
の
旗
手
及
び
交
響
詩
の
創
始

者
。
文
学
や
絵
画
の
世
界
を
音
楽
化
し
、
単
一
楽
章
の
管
弦
楽
曲
に
交
響

詩
と
い
う
名
称
を
与
え
ま
し
た
。
そ
し
て
形
式
の
破
壊
、
和
音
の
破
壊
、

旋
律
の
破
壊
、
民
族
性
の
主
張
な
ど
古
典
か
ら
現
代
音
楽
へ
の
橋
渡
し
を

行
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
作
品
は
ピ
ア
ノ
曲
を
中
心
に
オ
ペ
ラ
、
管

弦
楽
曲
、
交
響
曲
な
ど
そ
の
数
は
膨
大
。
全
て
の
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
に
精

通
し
て
い
た
と
言
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。 

 

野田新政権発足で注目されたのが、松下

政経塾。政経塾出身者は、新政権や民主

党中枢では、野田首相他、玄葉外相、長

浜官房副長官、前原政調会長、樽床幹事

長代行等。国会議員は38人を数えます。 

松下政経塾とは、松下電器産業(現パナ

ソニック)の創業者・松下幸之助が、1979

年に約70億円の私財を投じ、茅ヶ崎市に

政治家育成塾として設立した財団法人。

研修期間は4年、入学金や授業料は不要。

月額20万円が支給されます。全寮制で、

寝食を共にしながら理想の国家経営は

どうあるべきか、各自仮説を立て、現場

での体験を重ね、研鑽を積みながら自得

していく、「自修自得」「現地現場」「切

磋琢磨」などを研修の基本方針としてい

ます。出身者合計248人の進路は45％が

政界、27％が経済界、15％がマスコミや

シンクタンク、教職員等。 

 

 
 

     １日 衣替え／赤い羽根の日   ２１日 土用・秋土用     

     ９日 寒露／十三夜         ２２日 平安遷都の日 
   １０日 体育の日／目の愛護デー  ２４日 霜降  
      

   

「
霜
降
」
は
二
十
四
節
気
の
ひ
と
つ
。
露
が
冷
え
込
ん
だ
大
気
に
よ
っ
て
霜
と
な
り
地
上
に

降
り
て
く
る
頃
で
あ
り
、
紅
葉
も
始
ま
る
頃
。
「
木
枯
ら
し
」
は
霜
降
か
ら
立
冬
に
か
け
て

吹
く
、
北
よ
り
の
強
い
風
の
こ
と
。
気
象
庁
に
よ
る
と
、
東
京
地
方
の
木
枯
ら
し
１
号
は
①

１０

月
半
ば
頃
〜
１１

月
末
日
ま
で
。
②
気
圧
配
置
は
西
高
東
低
の
冬
型
。
③
東
京
地
方
に
強
い

季
節
風
が
吹
い
た
。
こ
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
を
い
い
ま
す
。 

 

1895
年
（
明
治
28
年
）
、
平
安
遷
都
1100
年
を
記
念
し
て 

平
安
神
宮
が
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
平
安
神
宮
の
大
祭
、 

建
造
物
、
神
苑
の
保
存
の
た
め
、
市
民
に
よ
り
平
安
講
社
が
組
織
さ
れ
、

記
念
事
業
と
し
て
時
代
祭
が
始
ま
り
ま
し
た
。
明
治
維
新
に
よ
っ
て
著
し

い
衰
退
を
見
せ
た
京
都
の
町
お
こ
し
事
業
の
集
大
成
と
し
て
平
安
神
宮

を
創
建
、
そ
こ
に
寄
せ
ら
れ
た
人
々
の
熱
意
の
象
徴
と
し
て
、
ま
っ
た
く

同
じ
意
志
の
も
と
に
創
始
さ
れ
た
の
が
時
代
祭
で
す
。
祭
が
行
わ
れ
る

１０
月
２２
日
は
、
桓
武
天
皇
が
794
年
（
延
暦
13
）
に
長
岡
京
か
ら
平
安

京
に
都
を
移
さ
れ
た
日
で
、
い
わ
ば
京
都
の
誕
生
日
。
こ
の
10
月
22
日

に
「
一
目
で
京
の
都
の
歴
史
と
文
化
が
理
解
で
き
る
も
の
を
」
「
京
都
を

お
い
て
他
に
は
ま
ね
の
で
き
な
い
も
の
を
」
と
い
う
京
都
人
の
こ
こ
ろ
い

き
と
誇
り
が
ふ
ん
だ
ん
に
織
り
込
ま
れ
た
祭
な
の
で
す
。 

 

時
代
祭
は
祇
園
祭
、
葵
祭
と
と
も
に
京
都
三
大
祭
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
祇
園
祭
は
1000
年
、
葵
祭
は
1400
年
あ
ま
り
の
歴
史
が
あ
り
、

時
代
祭
は
そ
れ
に
比
べ
る
と
新
し
く
、
そ
の
２
つ
と
は
少
し
趣
が
異
な
る

祭
で
す
。
時
代
祭
行
列
は
、
京
都
全
市
域
か
ら
な
る
市
民
組
織
「
平
安
講

社
」(

全
10
社)

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
祭
が
始
ま
っ
た
当
初

は
６
列
、
人
員
500
名
の
規
模
で
し
た
が
、
現
在
で
は
明
治
維
新
時
代
、

江
戸
時
代
、
安
土
桃
山
時
代
、
室
町
時
代
、
吉
野
時
代
、
鎌
倉
時
代
、
藤

原
時
代
、
延
暦
時
代
の
８
つ
の
時
代
を
20
の
行
列
に
分
け
て
１
列
ず
つ

担
当
し
て
い
る
ほ
か
、
江
戸
時
代
婦
人
列
、
中
世
婦
人
列
、
平
安
時
代
婦

人
列
は
京
都
の
５
花
街
が
輪
番
で
ご
奉
仕
さ
れ
る
な
ど
、
総
勢
で
約
2000

名
も
の
人
々
が
参
加
す
る
一
大
行
列
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
万
2000

点
に
も
お
よ
ぶ
調
度
、
衣
裳
、
祭
具
は
綿
密
な
時
代
考
証
が
重
ね
ら
れ
、

京
都
が
1000
年
の
間
、
都
と
し
て
培
っ
て
来
た
伝
統
工
芸
技
術
の
粋
を
集

め
て
復
元
さ
れ
た
本
物
で
、
ま
さ
に
生
き
た
時
代
絵
巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
も
の
な
の
で
す
。 

 
 

明
治
期
〜
平
安
時
代
と
７
つ
の
時
代
を
さ
か
の
ぼ
り
、
行
列
は
20
キ

ロ
に
も
及
び
ま
す
。
京
都
で
活
躍
し
た
坂
本
竜
馬
や
織
田
信
長
な
ど
の
歴

史
上
の
人
物
が
参
列
に
登
場
し
、 

特
徴
を
捉
え
た
風
貌
や
衣
装
合
わ
せ

は
見
事
で
す
。
最
後
尾
に
は
建
都
に
導
い
た
桓
武
天
皇
、
そ
し
て
平
安
京

最
後
の
天
皇
で
あ
っ
た
孝
明
天
皇
の
霊
を
奉
る
神
幸
列
で
幕
を
閉
じ
ま

す
。
こ
の
祭
り
の
真
の
意
義
は
、
こ
の
壮
大
な
行
列
が
神
幸
列
に
お
供
す

る
祭
列
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
「
平
安
神
宮
の
ご
祭
神
、
桓

武
天
皇
と
孝
明
天
皇
の
ご
神
霊
に
京
都
の
市
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
み
て

も
ら
う
祭
礼
」
で
あ
り
、
「
京
都
全
市
民
が
心
を
一
つ
に
ゆ
く
さ
き
の
平

安
を
祈
る
祭
礼
」
― 

そ
れ
が
時
代
祭
な
の
で
す
。 

 

京
都
御
所
建
礼
門
前
を
出
発
、
烏
丸
通
、
御
池
通
、
河
原
町
通
、
三
条

通
か
ら
、 

平
安
神
宮
ま
で
4.5
キ
ロ
を
一
大
時
代
絵
巻
物
が
展
開
さ
れ
ま

す
。
坂
本
竜
馬
、
豊
臣
秀
吉
、
織
田
信
長
、
紫
式
部
、
清
少
納
言
…
。
見

た
目
に
分
か
り
易
く
、
衣
装
も
派
手
で
す
。
京
の
歴
史
、
ひ
い
て
は
日
本

の
歴
史
を
再
確
認
で
き
る
と
い
う
楽
し
み
も
あ
る
祭
り
で
す
。 

修繕リフォームから新築工事の建物の事 
優良土地活用から物件探し等の土地の事 
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